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皆様いかがお過ごしでしょうか．夏の始まりは暑い日々が続きましたが，8月の

お盆を過ぎてきますと，比較的過ごしやすくなってきて秋の気配を感じるように

なってきました．しかし，ニュースでは熱中症情報が毎日出され，熱中症で亡くな

る方や病院へ運ばれる方が多数いるのを聞いてびっくりします．愚生が若かりし

頃，こんなに熱中症が起こっていたのかなあ と，ふと疑問に感じてしまいます．

近年の地球温暖化と関連するのかもしれませんが，高齢化社会へ向かっていること

も一因かと思います．

現在，日本整形外科学会を中心にロコモの啓蒙活動が活発に行われています．こ

こ金沢でも，ロコモ対策市民公開講座を過日開催いたしました．350名ほどの参加

者アンケート結果では，49%の人がロコモをよく知っているあるいは大体知ってい

ると回答し，意味はあまり知らないが言葉は知っている人を含めると79%になり

ました．もともと病気に関心のある人たちが集まるので，このような高い数値が出

てきたのもありますが，北陸地区での認知度は良好です．多くの人は元気になるた

めに来場したとのことですので，今後，日本人の元気を保つために整

して，「

の役

割は益々重要になってくると思います．

本号の誌上シンポジウムでは，人工骨移植の現状と展望について報告がなされて

います．人工骨の特性を理解しながら使い分けていただければ幸いです．十分な初

期強度を有しながら，最終的には自分の骨として置換されるような素材が理想的で

すが，今後の研究に大きな期待をしています．

視座では，慶應義塾大学の松本守雄教授が，大変重要な多施設研究の意義につい

て述べられています．LECTUREでは，山梨大学の波呂浩孝教授が，椎間板ヘル

ニアの化学的融解術について述べられ，その実用化が期待されるところです．ま

た，新しい試みと

います．

整形外科医が患者になったとき」を群馬大学の高岸憲二

教授が執筆されていますが，自らが整形外科の患者となり手術を受けたことのある

方は意外と多いのではないでしょうか．「患者は医師にとっての師である」とよく

言われます．患者になってみて初めて気づくことも多々あろうことかと思

していた

愚生も2回の手術を受けています．

そのほかの連載，および臨床経験や症例報告も貴重な報告ですので，本号の発売

される秋の夜長にぜひ熟読 行)ですだければ幸い 土屋． ( 弘
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